
書

評

松
村
武
雄
著

日

本
神
話
の
研
究

一

池
　
田
　
源
　
太

　
松
村
博
士
は
、
昭
和
廿
九
年
三
月
、
　
『
日
本
神
話
の
研
究
』
の
第
一
巻
を
刊

行
し
て
後
、
滑
年
の
一
月
に
は
第
二
巻
を
、
同
年
十
一
月
に
は
第
三
巻
を
、
そ

し
て
升
三
年
の
六
月
に
は
第
四
巻
を
と
、
次
々
に
刊
行
し
て
遂
に
年
来
の
大
著

を
完
成
し
た
。
博
士
の
神
話
学
の
高
贋
建
築
は
こ
う
し
て
こ
こ
に
竣
工
を
見
た

の
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
に
到
る
に
は
、
博
士
霞
ら
欝
っ
て
い
る
よ
う
に
、
　
『
神

話
学
原
論
』
・
『
古
代
鎌
脚
に
於
け
る
宗
教
的
葛
藤
』
・
『
宗
教
及
び
神
話
と
環

境
』
と
い
う
、
こ
の
四
巻
本
に
も
劣
ら
ぬ
労
作
が
、
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
『
日
本
神
話
の
研
究
撫
を
充
分
理
解
す
る
為
に
は
、
こ
れ
等
に
欝
及
せ
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
に
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
。

　
四
巻
を
大
別
す
れ
ば
、
第
一
巻
が
序
論
で
、
二
巻
・
三
巻
が
本
論
で
、
四
巻

が
結
論
と
な
る
。
そ
の
序
論
に
は
、
古
血
ハ
神
話
の
全
体
的
性
質
を
先
ず
把
握
し

て
、
個
々
の
研
究
の
指
針
と
し
ょ
う
と
い
う
趣
旨
が
あ
り
、
比
較
酌
に
歴
然
と

露
呈
し
て
い
る
共
通
相
を
把
え
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
本
論
と
は
、
天
地
開
關

か
ら
神
武
天
皇
直
前
ま
で
の
記
・
紀
に
示
さ
れ
た
神
話
群
を
逐
次
検
討
し
た
も

の
で
、
博
士
が
、
　
「
最
も
執
心
し
、
且
つ
力
を
注
」
い
だ
所
と
欝
ら
言
っ
て
い

る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
論
と
は
、
本
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
通
観
的
な

記
述
で
、
①
心
的
に
は
、
日
本
人
の
霊
格
観
・
宇
蜜
創
成
観
・
宇
宙
形
体
観
・

異
族
意
識
等
を
、
ま
た
、
②
外
面
的
生
渚
で
は
、
家
族
的
∵
氏
族
的
・
国
家
的

諸
制
度
、
及
び
愚
系
制
か
ら
父
系
制
へ
の
、
末
子
相
続
翻
か
ら
長
子
相
続
掴
へ

の
推
移
、
婚
姻
制
や
狩
猟
経
済
や
農
業
経
済
等
の
事
を
扱
っ
て
い
る
。

二

　
博
士
は
第
一
巻
に
於
て
先
ず
、
記
・
紀
に
示
さ
れ
た
日
本
古
典
神
話
が
神
話

と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
否
か
の
問
題
を
取
上
げ
、
田
本
の
そ
れ
は
「
俗
性
的
…
」

で
あ
る
が
正
し
く
神
謡
と
目
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
、
次
に
は
、
古
典
神
話
が
為

政
看
の
作
為
と
す
る
説
に
反
幽
し
、
民
族
の
抱
く
宗
教
的
な
信
仰
・
銭
礼
か
ら

生
れ
た
も
の
が
あ
る
と
し
、
従
っ
て
勿
論
そ
れ
等
の
説
話
を
史
実
と
冤
る
考
に

反
対
し
て
い
る
。

　
そ
の
発
達
過
程
に
関
し
て
は
、
　
「
民
族
発
生
説
〕
を
否
定
し
「
宜
勲
爵
」
を

採
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
り
来
り
の
官
撰
説
で
は
な
く
、
　
「
日
本
に
う
ご
め
く

「
雑
然
た
る
神
話
群
」
を
考
え
、
北
方
民
族
と
爾
方
民
族
の
持
つ
神
話
群
の
雑
然

た
る
併
存
が
、
天
皇
氏
の
神
話
醐
を
基
本
に
結
集
し
整
序
せ
ら
れ
た
と
い
う
意

味
の
官
撰
説
で
あ
る
。
日
本
神
話
の
宗
教
性
は
寧
ろ
量
的
・
強
度
酌
に
小
で
あ

る
と
し
、
歴
史
的
・
政
治
的
色
調
で
は
特
に
異
色
が
あ
り
、
血
統
的
・
系
譜
的

性
格
の
強
さ
が
あ
り
、
従
っ
て
比
較
的
完
全
に
入
態
性
・
人
格
性
を
具
備
し
た

神
々
が
配
せ
ら
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

　
次
に
博
士
は
、
臼
太
・
神
話
の
資
料
と
し
て
の
記
・
紀
に
つ
い
て
の
充
分
精
密

な
検
討
を
癒
し
、
更
に
古
語
拾
遺
．
祝
詞
．
風
土
記
・
万
葉
集
・
旧
軸
壁
・
神
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評書

道
五
部
書
を
順
次
吟
味
し
、
更
に
、
後
代
の
文
献
・
二
間
伝
承
・
異
国
異
族
の

説
詣
習
俗
信
稗
、
蚊
び
に
こ
れ
に
関
す
る
文
献
を
、
　
「
次
善
的
研
究
資
料
」
と

し
て
、
そ
の
中
か
ら
薬
箱
を
拾
う
道
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
　
「
取
ら

ん
と
す
る
研
究
法
」
に
つ
い
て
は
、
B
本
神
話
を
「
国
昆
神
話
学
的
」
見
堰
か

ら
取
扱
う
立
場
を
取
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
研
究
の
「
王
道
」
と
し
て
第
一
に

道
俗
学
的
、
第
二
に
人
類
学
的
及
び
艮
族
学
的
研
究
法
を
取
る
と
明
更
し
、
取

扱
い
の
型
に
つ
い
て
は
、
内
応
法
と
外
官
法
と
を
併
用
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

三

　
第
二
巻
の
牡
瓦
研
究
の
上
は
開
囎
よ
り
三
神
分
治
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。

〔
第
一
章
〕
創
世
神
話
で
は
、
紀
の
紀
述
の
借
用
・
非
借
用
を
論
じ
、
　
「
纂
修

者
た
ち
の
心
懐
か
ら
す
れ
ぽ
、
我
々
の
考
よ
り
も
借
用
感
が
稀
薄
で
自
服
感
が

濃
厚
で
あ
っ
た
」
と
見
て
い
る
。
博
士
は
世
界
の
開
鞠
神
話
を
化
生
型
・
剰
造

型
・
生
成
型
・
啓
発
進
展
型
の
四
に
類
別
し
、
我
が
国
の
を
以
て
「
啓
発
進
展

型
」
と
し
、
ユ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
と
見
た
て
た
。
高

天
原
の
問
題
は
、
造
化
三
神
と
の
関
連
に
於
て
の
み
こ
の
事
が
あ
る
と
し
、
三

神
中
、
高
野
産
霊
尊
の
み
が
、
民
族
文
化
の
中
で
生
き
て
を
り
、
蹟
本
斑
族
の

主
要
構
成
素
の
一
と
し
て
の
北
方
民
族
が
、
こ
の
神
を
高
天
原
の
神
と
し
、
且

つ
祖
神
と
し
た
と
考
え
た
。
ま
た
国
季
立
尊
か
ら
綱
生
神
群
に
至
る
系
統
を
、

造
化
三
神
の
説
述
を
以
て
初
ま
る
も
の
か
ら
分
け
て
、
　
そ
れ
ぞ
れ
諸
神
の
内

面
・
職
能
を
検
討
し
た
。
中
に
就
い
て
、
高
門
戸
霊
神
と
神
皇
産
霊
神
が
同
じ

く
「
む
す
び
」
の
観
念
の
神
格
化
と
見
ら
れ
乍
ら
、
前
者
は
多
く
破
壊
・
戦
闘

の
面
に
関
与
し
、
高
天
原
系
神
話
に
活
躍
し
、
後
事
は
、
生
成
・
建
設
の
颪
に

著
わ
れ
㌔
出
雲
神
話
に
の
み
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
注
瘍
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
憾
士
は
…
、
第
二
章
縣
諾
・
轡
二
神
に
関
す
る
前
論
の
中
で
、
二

神
が
創
生
神
話
中
の
正
当
な
人
物
で
な
い
こ
と
を
考
え
、
　
門
神
ら
し
い
実
在
の

人
」
で
あ
り
得
な
い
と
し
、
天
空
と
大
地
と
に
係
わ
る
霊
格
と
観
ぜ
ら
れ
た
と

結
論
し
た
。
　
〔
第
三
章
〕
こ
れ
に
続
く
国
生
み
神
話
で
は
、
天
神
の
命
を
受
け

て
い
る
か
否
か
の
問
題
か
ら
初
め
、
古
い
日
本
爆
栗
を
以
て
、
ミ
コ
ト
モ
チ
の

強
健
な
信
仰
者
と
し
て
特
色
づ
け
た
。
そ
し
て
二
神
の
場
合
は
、
漠
然
と
し
た

詔
命
が
あ
る
と
し
、
豊
孫
降
臨
神
話
と
パ
ラ
レ
ル
の
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ

と
し
て
い
る
。
　
「
天
浮
橋
」
は
高
い
岩
石
か
ら
思
い
つ
い
た
天
へ
の
梯
の
観
想

と
見
、
　
「
目
凝
島
」
に
つ
い
て
は
、
　
「
塩
こ
り
て
島
と
な
れ
」
の
意
を
こ
め
た

兜
的
な
唱
え
言
と
関
連
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
天
御
柱
及
び
そ
れ
の
繋
止
は
要

す
る
に
婚
姻
儀
礼
が
そ
の
背
後
に
あ
る
と
し
、
胞
に
つ
い
て
は
、
守
護
霊
と
し

て
の
胞
の
説
話
的
な
呈
示
が
あ
る
と
見
た
。
そ
し
て
、
淡
路
島
が
口
輪
神
話
に

重
て
持
つ
重
大
な
役
割
に
つ
い
て
は
、
淡
路
島
と
海
人
と
の
関
連
を
考
え
し
め

る
歴
史
事
実
が
反
映
し
た
と
す
る
点
は
一
つ
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
次
に
は
、

大
八
洲
生
み
の
諸
伝
の
新
旧
に
つ
い
て
精
密
に
検
討
し
、
記
の
駈
伝
が
や
や
新

ら
し
い
と
結
論
し
、
こ
と
に
龍
田
島
を
含
む
伝
は
、
記
の
所
債
以
外
に
な
く
、

こ
の
伝
と
遣
唐
使
の
制
と
の
関
連
を
考
え
た
点
ま
た
異
色
が
あ
る
。
國
生
み
神

話
発
生
の
心
理
に
つ
い
て
は
、
八
十
島
祭
の
実
修
に
於
て
経
験
さ
れ
る
、
　
「
国

魂
の
神
を
皇
孫
に
随
順
し
て
魂
を
捧
げ
し
め
よ
う
」
と
す
る
心
理
に
通
ず
る
と

し
、
他
民
族
の
神
話
に
見
出
せ
な
い
所
と
す
る
。
そ
の
成
立
過
程
と
時
期
に
つ

い
て
は
、
大
和
を
中
心
と
し
て
、
東
北
な
い
し
東
を
背
に
し
西
に
伸
び
る
傾
向

を
持
ち
、
天
孫
系
民
族
が
大
和
地
芝
霞
的
．
文
化
的
忠
乱
立
・
た
時
三

代
、
若
し
く
は
そ
の
後
と
し
た
点
特
に
異
色
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
冤
四
章
〕
国
生
み
に
次
ぐ
「
神
生
み
神
詣
」
に
つ
い
て
は
、
記
の
叙
述
の
鵬



漁
礁
を
取
り
上
げ
、
　
「
繍
生
み
」
は
超
国
家
醗
、
　
「
神
生
み
」
は
図
土
に
即
し

た
観
想
を
示
す
と
し
た
、
蓮
具
土
神
の
出
生
は
、
噴
火
現
象
に
よ
る
大
地
の
大

破
壊
を
示
す
と
解
し
、
そ
の
後
の
諸
神
の
出
現
は
、
水
・
雷
・
岩
・
山
砂
噴
火

　撹

ﾛ
の
結
果
す
る
物
凄
い
諸
相
へ
の
反
悠
な
い
し
回
想
と
解
…
し
た
。
〔
第
五
章
〕

宝
神
黄
泉
国
訪
問
神
話
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
古
墳
聯
想
説
を
肯
定
し
、
特
に
、

日
本
古
代
民
の
洞
穴
生
活
時
代
が
あ
る
と
考
え
た
。
古
代
臼
本
人
に
取
っ
て
は
、

黄
泉
国
の
心
像
は
粗
暴
で
且
つ
、
恐
ろ
し
い
と
い
う
よ
り
は
、
醜
種
な
世
界
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
も
つ
　
へ

観
ぜ
ら
れ
た
点
、
日
本
神
謡
の
一
特
色
を
な
す
と
冤
た
。
〔
第
六
章
〕
「
黄
泉
戸

ぐ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
し
く
い

喫
」
の
原
義
に
は
、
地
方
の
結
婚
儀
魏
に
於
け
る
門
飯
食
」
・
「
口
首
尾
砿
・
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
な
み
　
　
　
　
　
　
　
う
け
ゆ
い

客
入
朝
に
於
け
る
「
共
食
」
・
記
の
「
論
結
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
し
、

喜
界
島
の
民
俗
行
法
中
に
類
似
の
観
想
形
態
を
見
毘
し
て
い
る
。
ま
た
二
神
の

門
事
戸
渡
し
」
に
は
、
「
言
い
勝
偏
・
「
言
い
負
」
と
い
う
普
遡
的
な
諄
い
兇
法
の

雄
臣
が
そ
の
背
後
に
あ
る
と
見
た
。
　
〔
第
七
草
〕
諾
意
の
黎
祓
神
話
で
は
、
古

代
目
本
人
の
襖
祓
に
対
す
る
熱
意
の
度
合
の
他
民
族
に
比
べ
て
こ
と
に
強
い
こ

と
、
そ
の
後
の
諸
神
生
り
串
で
の
形
が
系
譜
的
性
格
の
強
い
も
の
と
し
て
特
色

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
と
に
上
・
中
・
下
三
瀬
の
三
分
段
々
の
実

修
が
児
儀
、
特
に
海
人
族
に
出
自
す
る
叩
几
儀
と
関
連
あ
る
こ
と
を
考
え
た
。

　
〔
第
八
章
〕
日
神
・
月
尊
・
素
尊
三
神
出
生
分
治
神
話
に
於
て
は
、
㊨
諾
・

再
二
神
の
国
生
み
の
最
後
に
生
れ
る
胎
生
神
と
な
す
紀
の
本
書
の
伝
と
、
⑲
諾

神
の
級
祓
に
よ
る
化
生
神
と
す
る
紀
の
一
嶺
、
及
び
記
の
伝
と
に
分
け
、
⑧
伝

承
の
先
議
性
を
認
め
た
。
そ
し
て
素
尊
を
除
外
し
た
二
神
、
こ
と
に
天
照
大
神

と
識
神
と
を
血
統
づ
け
る
こ
と
が
、
天
皇
氏
神
宝
達
に
本
然
で
あ
る
と
し
、
三

神
の
寄
し
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
畏
族
が
偶
数
を
重
ん
ず
る
民
族
で
あ
り
乍
・
ら
、

三
を
一
の
円
満
数
と
観
ず
る
点
で
は
奇
数
を
璽
ん
ず
る
概
族
と
揆
を
一
に
し
て

い
る
と
見
て
い
る
．
天
照
大
神
の
性
格
に
は
太
陽
神
的
な
要
棊
よ
り
は
、
祖
神

的
な
要
素
に
重
心
が
あ
る
と
し
、
な
お
他
に
不
霊
者
的
・
巫
女
豹
な
相
の
隠
見

す
る
の
を
認
め
た
。
月
立
の
名
義
に
は
、
夜
の
支
配
潜
と
い
う
よ
り
は
、
こ
と

に
農
耕
に
須
要
な
太
陰
に
基
づ
く
時
の
門
測
定
者
」
の
霊
格
を
見
た
が
、
日
本

神
話
に
於
け
る
月
神
の
存
在
の
貧
弱
性
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
、
臼
神
が
祖
神
と

し
て
の
強
い
性
格
を
持
つ
こ
と
の
影
響
と
見
て
い
る
。
素
尊
の
名
義
中
の
「
ス

サ
」
は
地
名
と
し
、
三
輪
族
が
簑
笠
を
つ
け
て
神
泉
苑
を
円
舞
す
る
兇
舞
形
態

の
存
し
た
こ
と
を
素
尊
の
故
箪
に
よ
る
と
す
る
、
体
源
抄
の
記
事
に
よ
っ
て
、

こ
の
儀
礼
を
二
心
。
ぴ
費
，
厳
と
し
、
　
こ
の
事
か
ら
素
尊
を
雨
・
水
・
農
耕
に

関
連
あ
る
神
と
し
、
更
に
、
祖
神
・
造
化
神
の
性
格
が
あ
る
と
し
た
。

四

　
第
三
個
個
分
的
研
究
の
下
は
、
天
岩
戸
龍
り
を
以
て
初
ま
り
、
豊
玉
艦
齢
生

神
話
に
終
っ
て
い
る
。
　
〔
第
九
章
〕
先
ず
大
神
と
素
尊
の
同
胞
問
題
か
ら
初
め
、

元
来
二
郷
族
な
い
し
二
罠
族
が
、
無
関
係
に
生
み
出
し
た
二
神
を
、
後
期
的
に

岡
胞
と
し
て
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
、
　
「
天
岩
戸
籠
り
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は

当
然
最
も
大
き
く
扱
っ
て
い
る
。
日
蝕
説
を
初
め
諸
種
の
説
を
検
討
し
、
結
局

鎮
魂
的
・
笑
ひ
祭
的
性
格
を
持
つ
祭
儀
と
解
し
た
．
、
次
に
、
（
第
十
章
〕
主
食

神
殺
し
の
神
話
で
は
、
先
ず
そ
の
国
籍
を
取
り
上
げ
、
結
局
日
本
窪
生
説
を
取

っ
た
が
、
こ
の
神
詣
の
構
造
・
内
容
・
神
話
中
の
位
置
等
に
つ
い
て
著
し
い
混

乱
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
遂
に
、
臼
鮮
語
上
の
一
種
の
言
語
駒
遊
戯
と
な
す

説
に
有
力
な
根
拠
が
あ
る
と
す
る
考
に
傾
い
て
い
る
。
　
〔
第
十
一
章
〕
八
岐
大

蛇
退
治
に
関
す
る
講
説
を
検
討
し
た
が
、
　
「
退
治
」
前
の
損
を
見
る
べ
き
で
あ

る
と
し
、
祭
儀
に
於
け
る
八
処
女
の
巫
女
性
を
捉
え
、
御
饗
招
ぎ
の
巫
女
が
、
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番

婁
座
に
即
い
て
、
尊
霊
た
る
神
を
招
ぎ
迎
え
て
こ
れ
を
饗
す
る
姫
を
考
え
、
一

方
田
の
神
の
妻
「
オ
ナ
リ
篇
が
、
遂
に
田
の
神
の
犠
牲
と
な
る
民
俗
と
の
近
似

を
認
め
た
。
素
尊
に
つ
い
て
は
、
八
岐
大
蛇
と
α
o
瓢
三
〇
た
る
閥
係
に
あ
る
と

し
、
水
神
を
招
ぐ
誰
人
は
、
半
ば
意
識
し
て
他
の
水
神
素
尊
を
耀
え
饗
し
た
と

見
て
い
る
。
細
事
の
足
名
護
・
手
足
椎
の
許
へ
の
出
現
は
、
出
雲
民
族
の
勲
業

の
民
と
の
初
接
触
を
擦
徴
し
、
素
尊
の
大
蛇
退
治
は
、
進
出
族
と
化
外
属
と
の

持
つ
二
つ
の
水
神
・
作
物
神
の
重
な
り
を
示
す
と
見
た
。

　
ま
た
、
宝
劔
が
蛇
尾
よ
り
出
る
事
に
つ
い
て
は
、
我
が
圏
常
民
の
信
仰
の
中

に
、
谷
川
等
に
水
蝕
作
用
で
出
来
る
ポ
ッ
ト
廷
ホ
ー
ル
が
、
龍
蛇
の
尾
の
劔
に

よ
っ
て
す
り
へ
ら
さ
れ
た
と
す
る
所
謂
「
り
う
ず
り
」
の
信
仰
が
あ
る
の
を
取

り
上
げ
、
こ
の
大
蛇
の
宝
劔
を
継
承
す
る
の
は
、
大
蛇
と
α
o
煽
瓢
。
で
あ
る
素

薄
が
最
適
溝
と
見
、
そ
れ
に
よ
っ
て
心
魂
を
己
に
体
す
る
こ
と
が
嵐
来
た
と
す

る
の
で
あ
る
。

　
〔
第
十
二
章
〕
出
雲
神
話
の
造
化
神
は
、
素
尊
の
中
に
も
隠
見
す
る
が
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
つ
か
み

般
に
水
平
表
象
に
よ
る
「
渡
り
神
」
又
は
「
出
現
神
」
で
あ
る
と
し
、
神
話
体

孫
の
融
化
過
程
に
於
て
天
孫
系
民
族
が
整
序
者
の
地
位
に
立
つ
た
め
、
鐵
雲
神

話
は
首
部
を
失
っ
て
、
大
圏
主
神
を
中
心
と
す
る
神
話
群
が
天
孫
神
話
圏
と
結

び
つ
い
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
大
國
主
神
の
性
能
は
、
専
ら
国
土
の
造
営
に
係

わ
る
文
化
的
莫
雄
神
、
而
も
諾
・
再
二
神
の
畷
生
み
、
岡
造
り
と
は
西
側
に
国

造
り
を
使
命
の
主
調
と
す
る
神
と
し
た
。
そ
の
上
、
妻
覚
ぎ
に
於
て
、
子
福
者

と
し
て
、
称
呼
の
多
い
点
で
、
ま
た
、
国
霊
神
・
文
化
神
●
武
神
●
医
療
神
．

農
耕
神
等
そ
の
職
能
の
多
岐
で
あ
る
点
、
他
の
神
々
の
追
随
出
来
な
い
所
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
性
能
の
多
岐
は
、
回
想
な
い
し
畏
間
記
憶

の
一
種
の
複
合
醗
な
重
ね
写
真
で
あ
る
と
し
た
。
大
闘
主
神
・
南
勢
理
姫
神
話

の
高
度
の
複
合
性
に
つ
い
て
は
、
主
要
部
に
著
し
い
成
年
式
儀
礼
性
が
あ
る
の

で
、
本
然
的
に
は
こ
れ
を
母
胎
と
し
て
生
れ
た
と
し
、
終
末
期
の
服
役
婚
性
を

も
認
め
た
。

　
そ
し
て
、
成
年
式
儀
礼
の
司
会
者
の
「
ま
れ
び
と
扁
を
素
奪
と
し
て
い
る
。

素
尋
が
課
し
た
試
練
の
野
焼
は
、
寧
ろ
成
年
式
的
で
、
大
国
歳
神
が
工
度
ま
で

も
死
の
運
命
を
負
う
の
は
成
年
式
の
過
度
儀
礼
で
あ
り
、
成
年
式
儀
礼
の
諸
条

件
を
充
分
具
え
て
い
る
が
、
然
し
我
が
古
文
献
で
は
こ
の
儀
礼
の
実
修
の
詳
密

記
述
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
〔
第
十
三
章
〕
少
彦
名
手
に
つ
い
て
は
、
大
国
主
神
の
脇
役
と
し
て
の
一
機

構
を
な
曾
て
い
る
と
冤
る
が
、
そ
の
内
編
は
本
然
的
に
霊
魂
で
あ
り
、
大
己
宝

神
の
霊
魂
た
る
大
物
主
神
と
同
一
存
在
態
で
あ
る
点
で
、
大
己
心
神
の
霊
魂
と

す
る
。
　
〔
第
十
四
章
〕
国
譲
り
神
話
に
つ
い
て
は
、
網
異
な
る
意
園
・
隠
的
を

持
つ
た
物
語
を
打
っ
て
一
丸
と
し
た
も
の
で
あ
る
為
め
、
伝
承
上
の
混
乱
や
不

調
和
が
あ
る
と
し
、
そ
の
史
実
性
に
つ
い
て
は
、
　
「
架
空
的
想
像
で
も
な
く
、

特
定
の
史
実
の
説
話
的
表
現
で
も
な
い
」
、
「
絹
当
の
年
月
の
間
に
高
天
原
系
畏

族
が
他
を
包
摂
し
て
行
っ
た
事
実
の
朧
う
な
大
観
酌
・
綜
約
的
な
圓
想
の
神
話

酌
表
現
」
と
遡
る
。
記
・
紀
の
記
述
と
正
反
対
の
異
説
を
、
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」

が
含
ん
で
い
る
の
は
、
遠
い
昔
の
事
で
、
出
雲
の
異
説
は
既
に
万
人
の
公
認
を

受
け
て
い
た
、
と
い
う
吹
田
氏
の
説
を
認
め
、
そ
の
上
に
、
　
「
出
雲
倫
敦
」
と

「
出
雲
神
樵
鐙
の
間
に
微
妙
な
差
別
の
あ
っ
た
こ
と
、
神
賀
詞
に
㎜
ル
能
的
な
も

の
が
あ
っ
た
と
い
う
理
由
を
添
加
し
て
い
る
。

　
〔
第
十
五
章
〕
天
孫
降
臨
神
話
に
つ
い
て
は
、
亜
細
亜
大
陸
の
北
方
艮
族
系

民
族
の
所
産
と
し
、
国
譲
の
神
話
と
は
関
係
が
無
い
と
発
る
。
そ
し
て
天
孫
を

降
臨
せ
し
め
る
霊
格
の
う
ち
、
高
皇
産
霊
神
を
観
ず
る
も
の
が
原
初
的
で
、
天
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照
大
神
と
す
る
も
の
を
後
期
的
と
し
た
。
そ
の
歴
史
性
に
つ
い
て
は
、
　
「
作
ら

れ
た
」
も
の
で
な
く
、
「
生
れ
た
扁
も
の
と
考
え
、
北
方
民
族
に
共
通
な
文
化
コ

ム
プ
レ
ッ
ク
ス
の
一
特
徴
と
す
る
観
念
・
信
仰
の
日
本
に
於
け
る
現
わ
れ
と
し
、

日
向
の
地
と
し
て
あ
る
は
、
朝
日
・
夕
日
の
照
り
栄
え
に
対
す
る
、
「
國
ぽ
め
」

や
、
　
「
日
’
同
い
儀
礼
」
等
の
実
生
活
上
の
災
俗
に
あ
る
と
考
え
た
。
　
〔
第
十
六

章
〕
慶
壇
三
尊
と
木
花
咲
耶
姫
の
婚
姻
神
話
に
於
て
は
、
木
花
咲
耶
姫
・
磐
長

姫
の
二
女
雛
を
含
め
て
の
物
語
は
、
本
原
的
に
は
、
襲
腰
杵
尊
を
身
心
と
す
る

神
話
圏
外
の
他
か
ら
の
附
着
物
で
あ
る
と
見
る
。
然
し
本
原
に
於
て
は
、
尊
と

か
ド
し
つ

鹿
葦
津
姫
と
の
婚
姻
神
話
が
あ
る
と
し
、
更
に
そ
の
背
後
に
、
ポ
ソ
族
の
神
話
、

i
バ
ナ
ナ
と
石
と
を
対
比
さ
せ
て
、
そ
の
一
を
取
り
他
を
す
て
た
た
め
人
の

薄
命
が
短
か
く
な
っ
た
と
説
く
推
論
神
話
1
が
あ
る
と
考
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
　
〔
第
十
七
章
〕
海
幸
・
山
輩
神
話
に
つ
い
て
は
、
浦
島
説
話
と
の
接
近
よ

り
は
、
南
洋
系
の
説
話
に
類
同
す
る
こ
と
を
取
上
げ
、
数
種
の
竜
洋
説
話
を
検

討
し
、
漁
雨
具
貸
借
・
復
報
の
謡
根
が
顕
著
な
海
洋
型
（
A
型
）
と
復
報
の
話

根
を
含
ま
ぬ
由
野
型
（
B
型
）
に
分
け
、
そ
の
A
型
に
属
す
る
と
し
た
。
丁
万

こ
の
神
話
が
海
人
族
・
隼
人
族
と
関
連
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

地
域
よ
り
伝
播
し
た
と
考
え
た
。
　
〔
第
十
八
章
〕
豊
玉
姫
出
産
の
神
話
の
本
幹

部
を
な
す
禁
室
型
説
話
を
取
上
げ
、
　
「
至
神
薄
命
の
そ
れ
に
類
同
す
る
も
の
を

見
出
し
、
そ
の
上
に
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
的
の
色
彩
、
並
び
に
外
婚
制
の
面
か
ら
扱

わ
れ
た
際
に
、
こ
の
神
話
の
謎
が
よ
く
解
け
る
と
考
え
て
い
る
。

玉

　
第
四
巻
の
綜
合
研
究
篇
で
先
ず
取
り
上
げ
た
の
は
、
　
〔
第
一
章
〕
日
本
古
典

神
話
の
終
末
を
神
武
天
皇
｛
鼠
前
と
す
る
こ
と
の
論
で
、
次
に
は
、
〔
第
二
章
〕
①

高
天
原
　
②
出
雲
及
び
　
③
筑
紫
系
の
三
神
話
の
特
徴
を
考
究
し
て
、
①
に
は
、
の
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北
方
系
要
素
・
太
陽
系
要
素
・
食
養
経
済
に
於
け
る
狩
猟
性
の
著
大
・
同
農
業
　
（

の
劣
勢
・
垂
藏
表
象
の
高
度
を
挙
げ
、
③
に
は
、
水
・
爾
に
関
す
る
霊
格
、
並
　
麗

び
に
農
業
神
、
慣
性
酌
徽
気
格
の
豊
多
、
水
平
衷
象
・
地
下
的
要
素
の
顕
署
が
あ

り
、
③
に
は
、
南
海
と
九
州
の
入
善
的
・
人
文
的
関
係
を
示
唆
す
る
事
実
の
あ

る
こ
と
、
海
洋
的
・
繭
方
酌
要
素
の
顕
著
を
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
古

典
神
話
体
系
の
中
に
、
こ
の
三
民
族
の
宗
教
的
葛
藤
を
観
取
し
た
。
即
ち
、
申

央
朝
廷
の
異
族
・
豪
族
の
児
能
・
宗
教
力
の
利
胴
と
と
も
に
そ
の
圧
制
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
鐵
雲
霞
民
族
の
宗
教
的
反
抗
の
兆
と
し
て
、
一
同
主
神
の
奇
異

な
る
示
現
・
出
雲
大
神
及
び
阿
麻
乃
純
量
都
比
女
、
並
び
に
大
物
主
神
の
下
り

を
取
上
げ
た
。
ま
た
、
筑
紫
系
民
族
の
宗
教
酌
反
抗
の
兆
と
し
て
は
、
宗
像
神

の
雄
略
天
皇
征
韓
の
阻
妨
、
同
神
の
顕
宗
天
皇
大
后
へ
の
崇
り
、
佐
吉
神
の
仲
．

哀
天
皇
へ
の
翻
り
を
挙
げ
た
。
　
〔
第
四
章
〕
古
典
神
話
に
於
け
る
逢
瀬
観
に
つ

い
て
は
、
チ
・
タ
マ
・
カ
ミ
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
三
を
考
え
、
そ
の
観
念
・
信

仰
を
論
面
し
た
。

　
そ
し
て
、
チ
は
、
目
窪
神
や
水
魚
や
久
久
能
智
（
木
子
）
に
兇
ら
れ
、
タ
マ
．

に
は
諸
神
の
面
魂
・
和
魂
、
鎮
魂
祭
の
タ
マ
が
あ
り
、
タ
マ
は
、
人
格
的
・
人

選
的
な
カ
ミ
と
な
る
傾
向
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
チ
若
し
く
は
タ
マ
そ
の
も

の
の
進
展
・
昇
華
か
ら
カ
ミ
が
生
れ
る
の
で
は
な
い
点
で
チ
及
び
タ
マ
に
対
し

て
カ
ミ
の
発
生
上
の
関
係
は
無
い
が
、
陶
じ
よ
う
に
超
自
然
的
な
勢
能
を
有
す

る
存
在
態
で
あ
る
点
で
は
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
カ
ミ
は
チ

ま
た
は
タ
マ
を
活
躍
さ
せ
る
こ
と
の
あ
る
存
在
態
で
あ
る
こ
と
を
検
禺
し
た
。

薄
鼠
は
更
に
〔
第
五
章
〕
霊
界
に
関
す
る
考
究
を
な
し
、
高
天
原
・
黄
泉
国
・

根
ノ
国
・
娩
ノ
国
・
常
世
羅
・
わ
だ
っ
み
の
下
等
に
つ
い
て
そ
の
性
格
を
詳
述



苓讐

し
た
。
続
い
て
、
　
〔
第
六
章
〕
神
話
に
於
け
る
狩
猟
・
漁
獲
経
済
の
事
を
取
上

げ
、
猟
具
・
懸
法
を
古
文
献
か
ら
微
し
、
狩
猟
経
済
活
動
に
胚
胎
す
る
盟
術
的

・
宗
教
的
実
修
の
喜
実
を
見
、
次
に
は
漁
獲
経
済
に
つ
い
て
も
、
漁
具
・
漁
法
、

及
び
漁
獲
溝
動
に
関
す
る
叩
几
術
∵
宗
教
的
実
性
に
つ
い
て
考
究
し
た
。
　
〔
第
七

章
〕
農
耕
経
済
に
於
て
は
、
農
具
・
稲
作
法
等
に
つ
い
て
古
文
献
か
ら
の
詳
か

な
徴
証
を
求
め
た
。
難
し
て
特
に
稲
米
に
関
し
て
種
々
の
児
術
や
、
宗
教
的
即
ル

術
が
実
修
さ
’
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
払
鯛
給
し
た
。
ま
た
、
　
〔
第
八
臨
単
〕
モ
ル
ガ
ン

の
謂
う
雑
交
・
雑
婚
は
行
わ
れ
た
と
見
ず
、
血
縁
家
族
的
共
同
婚
、
も
し
く
は

こ
れ
に
近
似
し
た
形
態
は
我
が
国
に
も
行
わ
れ
た
と
考
え
た
。
異
母
兄
弟
姉
妹

間
の
婚
姻
は
自
由
で
あ
る
が
、
同
母
兄
弟
姉
妹
聞
で
は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
所
謂

ブ
ナ
ル
ア
式
は
存
在
し
た
と
積
極
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
一
夫
多
妻
婚
は
普

遍
的
と
い
う
よ
り
は
、
遍
在
し
た
と
見
、
北
方
系
の
神
が
多
妻
で
あ
る
こ
と
に

注
嘉
し
、
薯
実
一
妻
多
夫
型
は
推
定
に
困
難
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
外
、
結
婚

方
式
に
つ
い
て
、
掠
奪
婚
は
古
交
声
の
記
述
が
児
当
ら
ぬ
と
し
、
購
賀
婚
は
普

遍
性
を
持
つ
型
と
し
た
。
ま
た
、
労
役
婚
に
つ
い
て
は
古
典
神
話
も
古
典
歌
も

証
左
を
示
し
て
い
な
い
と
し
た
。
〔
第
九
章
〕
末
子
相
続
捌
に
つ
い
て
は
、
原
史

特
代
の
早
期
に
我
が
限
で
は
廃
れ
か
け
て
を
り
、
説
話
の
変
容
の
中
に
、
長
子

制
へ
の
推
移
が
読
み
と
ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
　
〔
第
十
章
〕
母
系
制
と
父
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
さ

制
に
つ
い
て
は
、
録
系
制
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
父
系
制
は
、
　
「
よ
り
新
来
」

で
あ
る
と
い
い
表
わ
し
、
カ
ゾ
と
し
て
の
父
は
、
家
庭
で
は
一
つ
の
。
爲
亨
の
篠
曾

以
上
の
も
の
で
な
い
事
を
認
め
、
子
女
は
鐙
の
α
o
o
σ
寄
と
観
ぜ
ら
れ
た
文
化

期
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
、
愚
刀
癬
の
権
能
の
大
は
、
大
伴
氏
内
に
於
け
る
坂

上
郎
女
に
見
た
。
そ
し
て
、
こ
の
母
系
制
に
か
わ
っ
て
父
系
鋼
の
進
出
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
孝
徳
天
皇
の
朝
に
制
定
せ
ら
れ
た
、
　
「
男
女
の
法
」
の
中
に
見
る

と
し
た
。

山／N

　
以
上
は
、
　
「
日
本
神
話
の
研
究
」
に
総
て
、
松
村
博
士
が
の
べ
よ
う
と
す
る

結
論
だ
け
の
大
要
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う
は
し
か
し
、
こ
れ
等
の
結
論
が
ど
う
し

て
出
た
か
の
大
凡
の
経
過
を
も
紹
介
し
、
そ
の
当
否
を
論
ず
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
色
々
な
意
味
で
、
そ
の
余
裕
を
持
た
な
い
。

　
た
だ
博
士
は
現
代
日
本
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
け
る
学
問
の
最
高
峯

を
示
す
一
人
で
あ
り
、
古
稀
に
し
て
而
も
学
究
的
情
熱
が
織
ん
で
あ
り
、
こ
の

数
十
年
来
、
少
し
も
休
む
こ
と
な
く
、
次
々
と
新
ら
し
い
研
究
を
発
表
し
て
い

る
事
実
を
兇
て
、
我
々
は
、
学
渚
と
し
て
の
人
間
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
た
だ

不
恩
議
で
あ
る
と
い
う
以
外
の
言
葉
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
関
す
る
先
人
・
後
人
の
研
究
の
成
果
を
影
だ
し

く
蒐
集
し
、
一
々
こ
れ
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
論
旨
の
長
短
を
指
摘
・
吟
味
し
、

採
る
べ
き
を
採
り
、
棄
て
る
べ
き
を
棄
て
て
い
る
態
度
の
分
明
さ
、
そ
し
て
そ

の
範
臨
に
つ
い
て
の
遺
漏
の
無
い
こ
と
、
ま
こ
と
に
学
問
の
指
斥
を
極
め
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
臼
本
に
於
け
る
詑
・
紀
を
初
め
と
す
る
古
典
の
解
釈
の

ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
論
考
に
限
を
通
し
て
い
る
点
で
確
か
に
日
本
古
代
学
の
一

つ
の
集
大
成
で
あ
り
、
日
本
の
交
献
酌
神
話
の
学
問
の
決
定
版
の
感
が
深
い
。

そ
の
上
、
神
話
と
関
連
あ
る
限
り
に
於
て
の
日
本
の
斑
俗
的
事
実
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
点
、
博
士
の
従
来
の
著
作
に
多
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
所
で
、
こ
こ

に
は
、
醇
正
の
神
話
学
の
新
ら
し
い
発
展
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
博
士
は
、
神
話

学
を
支
持
す
る
歴
史
の
事
実
に
眼
を
向
け
て
い
る
点
、
こ
れ
ま
た
そ
の
論
拠
の

客
観
盤
を
増
強
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
海
人
・
隼
人
の
事
に
つ
い
て
は
、
屡
々
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論
究
を
試
み
た
所
で
あ
る
。
ま
た
、
雷
語
学
・
考
古
学
的
な
文
献
を
渉
猟
し
て

亭
亭
こ
れ
つ
と
め
た
こ
と
は
、
人
戸
の
真
実
を
愛
す
る
学
蔚
と
し
て
、
そ
の
熱

意
の
強
さ
、
精
力
の
絶
倫
さ
、
全
く
驚
嘆
の
外
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
日

本
の
古
代
な
い
し
原
史
時
代
に
於
け
る
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
身
重
を
網
羅
し
て

い
る
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
博
士
が
世
界
神
話
学
の
立
場
か
ら
取
扱
つ
た
外
岡
文
献
は
莫
大
な
数
に
上
っ

て
い
る
が
、
こ
の
露
に
於
て
は
、
た
だ
に
神
話
学
に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
、
広

く
筑
族
学
の
分
野
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
、
大
き
な
発
色
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
世
界
史
と
し
て
の
神
話
学
・
民
俗
学
な
い
し
民
族
学
、
及
び
社

会
人
類
学
に
関
す
る
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
事
項
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観

が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
矢
張
り
世
界
史
的
立
場
に
立
つ
古
代
史
の
集
大
成
と

し
て
の
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
方
法
に
つ
い
て
は
書
中
博
士
が
総
々
言
及
し
た
所
で
、
　
「
内
藩
法

酌
・
民
俗
学
的
な
行
き
方
と
、
外
伸
法
的
・
民
族
学
的
行
き
方
を
併
せ
用
」
い

・
る
と
需
つ
た
り
（
巻
閥
、
三
一
七
頁
）
　
「
’
目
分
と
し
て
は
、
ヴ
ソ
ト
の
行
き
方

と
は
逆
な
行
き
方
を
と
り
、
先
ず
第
一
に
古
文
献
。
民
闘
俵
承
・
考
古
　
学
資
料

を
凝
視
し
て
、
そ
れ
等
が
説
示
す
る
と
こ
ろ
の
実
際
の
事
実
を
学
び
取
る
こ
と

に
し
た
い
。
…
…
損
ず
る
所
は
、
実
際
の
事
実
に
定
礎
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
究

明
の
第
一
義
と
し
た
い
」
　
（
墨
引
、
四
七
二
頁
）
と
い
っ
た
り
し
て
、
究
極
す

る
所
は
、
　
「
実
際
の
事
実
偏
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
た
の
は
、
博
士

の
畢
生
の
労
作
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
よ
5
。

　
も
と
よ
り
、
こ
う
い
う
態
度
を
私
は
よ
く
な
い
と
難
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

然
し
通
読
し
て
我
々
は
何
か
一
つ
の
不
安
に
陥
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
話

の
学
問
の
行
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
博
士
の
論
旨
が
確
実
性
を
得
る
に
は
、
多

く
の
学
問
の
分
野
か
ら
の
支
持
を
求
め
る
こ
と
は
毫
も
差
支
え
な
い
。
け
れ
ど

も
神
話
の
学
問
そ
の
物
か
ら
来
る
確
率
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
弱
く
な
っ

て
・
い
る
と
見
る
こ
と
は
出
来
る
。
神
話
学
を
め
ぐ
る
諸
学
問
の
確
実
性
と
い
う

も
の
に
よ
っ
て
、
神
話
の
学
問
が
支
持
せ
ら
れ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
多
く
の

先
人
・
後
人
の
論
考
を
否
定
し
て
行
く
そ
の
過
程
の
中
に
、
霞
説
の
主
張
を
す

る
と
い
う
こ
の
書
の
取
っ
て
い
る
記
述
の
体
の
中
に
既
に
こ
の
事
が
あ
る
の
で

あ
る
。
私
は
、
矢
張
り
、
神
話
の
学
閏
が
独
自
の
自
主
酌
立
場
で
、
一
つ
の
ま

と
ま
っ
た
客
観
挫
を
持
つ
た
考
を
立
て
る
事
は
出
来
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
第

四
巻
に
於
け
る
、
チ
・
タ
マ
・
カ
ミ
の
三
軸
鳴
浜
に
関
す
る
論
考
の
ご
と
き
は

非
常
に
よ
い
例
で
あ
る
。
私
は
こ
う
い
う
部
分
に
、
ほ
ん
と
う
の
博
士
の
神
話

学
者
と
し
て
の
独
禽
の
立
場
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
は

何
人
と
難
も
追
随
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
、
そ
し
て
神
詣
学
の
み
が
誇
る
こ
と
の

出
来
る
学
問
の
境
地
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
縛
士
は
好
ん
で
、
日
本
民
族
構
成
要
素
と
し
て
の
北
方
系
民
族
と
南
方
系
韓

族
の
事
を
卜
う
が
、
神
話
の
学
閣
は
飽
く
ま
で
精
神
現
象
を
対
象
と
し
て
い
る

の
で
、
神
話
は
歴
史
事
実
や
、
歴
史
寧
実
の
実
体
を
直
接
云
為
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
博
土
自
ら
、
　
「
古
典
的
体
系
神
話
は
、
我
が
国
に
於
け

る
漂
史
時
代
、
　
若
し
く
は
、
　
そ
れ
に
先
住
す
る
時
代
の
心
的
藍
果
で
あ
る
」

（
巻
閤
、
～
六
二
頁
）
と
い
っ
て
い
る
の
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
い
。

神
話
の
学
問
は
そ
の
意
味
で
は
、
古
代
人
の
意
識
を
取
扱
う
、
精
神
史
で
あ
っ

て
よ
い
。
具
体
的
な
斑
族
の
豪
実
は
、
民
族
学
な
い
し
人
類
学
が
樹
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
博
±
の
こ
の
大
著
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
神
話
の
学
閾
が
大
き
な

人
間
学
卜
裟
H
罵
。
唱
。
ざ
σ
q
団
と
し
て
の
歴
史
学
の
中
に
没
入
し
た
感
が
あ
る
。
博

士
が
、
　
「
我
々
は
よ
り
よ
き
拠
所
と
し
て
、
考
古
学
的
・
先
史
学
酌
な
資
料
、
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及
び
三
間
伝
承
に
眼
を
注
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
た
だ
遺
憾
な
事
に
は
、

擦
分
は
こ
う
し
た
資
麟
や
伝
承
を
誤
り
な
く
使
用
す
る
適
格
者
で
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
こ
に
は
、
さ
う
し
た
も
の
の
妥
当
な
駆
使
が
こ
の
間
題
の
解
明
に
大
き

な
役
を
演
ず
る
だ
ろ
う
と
い
う
提
言
を
な
す
だ
け
に
と
ど
め
て
置
く
」
　
（
古
代

の
主
要
食
料
と
し
て
の
稲
米
、
第
四
巻
、
五
五
〇
頁
）
と
の
べ
て
い
る
の
は
、

こ
の
事
で
あ
る
。

　
然
し
、
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
実
を
言
え
ば
、
こ
の
「
日
本
神
話
の
研
究
扁

の
立
場
は
世
界
の
学
問
の
趨
帰
で
あ
り
、
運
命
で
あ
る
と
も
…
罫
え
る
。
博
士
が
、

最
後
ま
で
神
託
学
の
中
に
の
み
住
む
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
（
第
一
巻
　
序

説
篇
　
A
5
判
　
本
文
五
｝
五
頁
　
外
に
著
渚
索
引
　
一
般
事
項
索
引
付
　
定

価
一
二
〇
〇
円
、
第
二
巻
　
偲
分
的
研
究
篇
上
　
A
5
判
　
本
文
六
三
四
頁

外
に
薯
者
索
引
　
　
｝
般
事
項
索
引
付
　
定
価
＝
嵩
○
○
円
、
第
三
巻
　
鯛
分
的

研
究
篇
下
　
A
5
判
　
本
文
八
〇
四
頁
　
外
に
軍
旗
索
引
一
般
事
項
索
引
付

定
備
「
五
〇
〇
円
、
繁
圏
巻
　
綜
會
研
究
篇
　
A
5
判
　
本
文
八
八
八
頁
　
外

に
著
者
｛
察
用
帰
一
毅
事
訓
損
索
用
引
付
　
　
定
縣
潤
一
轟
ハ
○
○
円
　
　
東
古
納
　
既
出
風
館
発
行
）

北
山
茂
夫
著

日
本
古
代
政
治
史
の
研
究

剛

直
木
孝
次
郎

　
畏
衆
の
歴
史
を
明
ら
か
に
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
は
、
戦
後
の
歴
史
学
界
の
大

き
な
潮
流
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
祉
会
経
済
史
学
や
考
古
学
、
民
俗
学
が
異
常
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
隆
盛
を
み
た
原
悶
の
｝
つ
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
支
配
階
級

を
中
心
と
し
た
政
治
史
や
文
化
史
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
そ
れ
は
戦
後
に
お

け
る
当
然
か
つ
正
当
の
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
い
う
ま
で
も
な
く
、
畏

衆
一
－
被
支
配
階
級
は
、
赴
会
の
中
に
孤
立
し
て
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ね

に
支
配
階
級
の
権
力
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
政
治
を
動
か
し
、

政
治
に
動
か
さ
れ
る
も
の
と
し
て
つ
か
ま
な
け
れ
ば
、
民
衆
の
歴
史
は
生
命
を

持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
民
衆
を
忘
れ
た
歴
史
学
が
真
の
歴
史
で
は
あ
り
え
な
い

よ
う
に
、
権
力
と
の
対
応
関
係
を
捨
象
し
た
赴
会
経
済
史
や
縫
会
構
成
史
は
、

歴
史
学
の
必
要
な
一
部
門
で
は
あ
っ
て
も
、
完
成
し
た
歴
史
と
は
い
え
な
い
と

思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
理
論
と
し
て
述
べ
る
の
は
や
さ
し
い
が
、
　
一
つ
の
時

代
に
つ
い
て
斑
究
を
実
際
に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
実
に
關
難
で
あ
る
。
日
本
古

代
史
に
つ
い
て
い
う
と
、
戦
前
に
滝
瑚
政
次
郎
氏
の
『
法
制
史
上
よ
り
観
た
る

日
本
農
厩
の
生
活
、
猿
令
時
代
』
や
、
沢
田
馨
一
氏
の
『
奈
良
朝
時
代
屍
生
経
済
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